
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ はじめに ～ 

本校は、2022 年 11 月にユネスコスクールに認定されました。持続可能な開発目標

SDGs の実現に向けて、環境や防災について外部機関との連携を図りながら、SDGs を理

解し、環境に良い取組を実践する SDGｓ教育を行っています。今年度、本校が実践してき

た活動をまとめましたので、ご紹介します。 

板橋区立高島第一中学校 



テーマ： 

限られた資源を無駄なく使う。 
 

そのために、 

「知ること」から始め、  

次に、 

「知ったこと（学んだこと）を伝え」、 

次に、 

「できること」 
から 

はじめています。 

 

 



１．自然環境について考える。 

（１）宿泊行事の行き先について理解する。（第７学年） 

７年生では、宿泊行事の行き先である長野県の環境について調べる学習を行いました。 

調べた内容について 

１．気候、気象、天文 

２．地形と地質            

３．作物（農業）          

４．歴史や文化財           

５．植物               

６．生物（動物や昆虫）       

７．その他     

 

その際に、板橋区についても同じ内容を調べ、理解を深めました。生徒が作成した資料の一部を紹介し

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いるの？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）自然環境について考える学習（第８学年） 

 環境教育実践研究部会のプログラムとして８年生理科では、「すてられたプラスチックと生物」というタ

イトルで授業を行いました。カメやクジラのお腹の中から「プラスチック」の破片がたくさん出てきまし

た。プラスチックの破片がエサに見えてしまい、誤って食べてしまうことがあるそうです。 

 そこで、プラスチックについて正しい知識を知り、３R の意識を高め、再利用について知りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）自然環境や科学技術について考える学習（第９学年） 

 地球温暖化の原因についてシミュレータを用いて考えました。「温室効果ガス」が原因になっていると考

えた生徒が多く、自分たちがこれからやらなくてはいけないことについて関心を深めることができまし

た。 

 次に、科学技術のあり方について考えました。まずは、自分の身の回りにある科学技術をもとにテーマ

を設定しました。その後、そのテーマをもとに 

 ①過去と比べて何がどのように変化したのか。 

 ②今後どのように発展していくのか。 

 ③その技術の発展により、期待されることや心配になること。 
について考えました。 

 設定したテーマについては、「人工

知能」「ハイブリットカー」「医療」が

多かったです。自分たちの手間を省く

ことや、これまでの生活の中で困難に

感じていたことを克服するために利用

できるといった期待している意見が多

かったです。 

  

 

 

 

 

 

 



（４）植物を育てる学習（特別支援学級、園芸部部員） 

 特別支援学級や園芸部を中心として、学校の花壇を活用し野菜や花の育成活動に取り組みま

した。今年度はキュウリ、ナス、ミニトマト、ピーマンなどの夏野菜のほかに、ヒマワリやチ

ューリップ、マリーゴールドなどの花の栽培も行いました。土壌作りから収穫まで一連の作業

を通して体験することで、食べ物を作る大変さと収穫の喜びを体感しました。また理科の授業では温暖化

問題について触れ、温暖化がもたらす異常気象が野菜の育成に与える影響について学ぶ貴重な時間となり

ました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 清掃活動 

近隣の小学校と連携した地域清掃 

  自分たちの住む街のようすを観察し、落ちているゴ

ミを拾う取組・地域清掃を７年生で行いました。今年

は近隣の小学校(高島第一小学校と新河岸小学校)の児童

とともに、協力し合ってゴミを拾い、街をキレイにす

る取組を行いました。清掃活動を終えると、自分たち

が拾ったゴミの多さに驚く生徒や、分別の難しさが再

認識できたという気付きがありました。 
   ↓赤枠の部分が生徒・児童が清掃した場所になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



● リサイクル活動 ● 

１．コンタクトレンズの空き容器を回収する取組 

「かきくけコンタくんの集めようプロジェクト」 

保健室の前の廊下に回収箱を用意して、使い捨てコンタクト

レンズの空き容器を回収しています。回収したものは、日本ア

イバンク協会で行っている「アイシティ eco プロジェクト」へ

送っています。空ケースをゴミとして燃やさないこと、そして、

プラスチックをリサイクルすることで、環境保全につながって

います。 

昨年度は重量 9.8ｋｇ、9800 個の空き容器が集

まり、右図の感謝状をいただきました。 

 

２．給食での取り組みについて 

牛乳パックのリサイクル 

給食で牛乳を飲むと出る牛乳パックを回収し、水で洗い、 

リサイクルをしています。 

 



 ● 食 育 ● 

１．食材の良さを知る取組 

食材の生産地や生産者、給食がつくられるようすを紹介することで、生徒に食材への理解と関

心をもたせ、食べ物を大切にし、生産者への感謝の気持ちをもつとともに食生活の改善や健康増

進を図る取組を日々、行っています。 

【概要】  

・「とれたて村」，「板橋ふれあい農園会」給食(月に 1 回実施) 

  とれたて村（板橋区と交流のある市町村が集まったアンテナシ   

ョップや大山商店街および上板橋商店街）や板橋ふれあい農園会  

（区内農家）から新鮮な食材を購入し、「とれたて村」，「板橋ふれ  

あい農園会」給食がつくられています。 

・給食だよりで毎月の給食や季節ごとの食に関する知識、「とれたて 

村給食」、「板橋ふれあい農園会給食」のことを紹介することで食材のつくられ方やおいしさの 

秘訣を生徒に伝えています。(月に 1 回実施) 

・昼の放送で食材の紹介やおいしさについてアナウンスをしています。(毎日実施) 

・給食がつくられるようすを写真に撮り、職員室前に掲示することで、生徒に食材への理解と関 

心をもたせる取組を行っています。(毎日実施) 

 

 

 



２．食品ロスを減らす SDGｓ給食 

食品ロスを減らす SDGｓ給食の実施をしました。SDGｓ給食とは、本来であれば、捨ててし

まう食材を取り入れてつくる給食のことです。本校では出汁を取り終わった出汁がらを捨てずに、

ふりかけにして、食べました。食品の廃棄を減らし、捨てるはずだったものを美味しく食べるこ

とができました。そのおかげで生徒たちも残菜をなくそうと、たくさんの給食を食べるように心

がけている生徒が多いです。 
 

 

 

 

 

 

出汁をとった昆布と鰹節

をつかったエコふりかけ

の給食 
 

 



● 防災の取組 ● 

安全だよりの発行と月に 1 回の防災訓練を行っています。 

高島第一中学校は、火事や地震を想定した避難訓練の他に、近くの

新河岸川が氾濫し、洪水が起こることを想定した垂直避難(４階へ

の避難)や突然起こる避難訓練(シェイクアウト訓練)などを行ってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


